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亘
アイデンティティ論の検討
教育学木村竜也
心理学は、二つの仕方で求められている。ひ あり、日常を生きる人間存在そのものを捉えよ
とつは、教育や臨床の現場での技術としてであ うとするものである。私たちが日常で持つ疑問
り、もうひとつは、私たちが日常において持つ に的確に答えるために、心理学は、日常を重視
心についての疑問に答えるものとしてである。 しなくてはならない。
前者の場合、心理学は求めに応じている。しか 現象学によって人間の存在全体を見ていくと、
し後者の場合、必ずしも的確な答えを与えてい そこに捉えられるものは、実存の構造である。
ないように思われる。心理学は、その様な日常 実存心理学は、その実存を主題としており、そ
での疑問にも的確に答えるものでなくてはなら の特徴を次のようにしている。実存には、生物
ない。そのためには、どの様にあるべきなので 的側面・社会的側面・精神的側面の三つの側面
あろうか。私は、現象学的・実存的視点による がある。精神的側面は、人間が状況に対する際
心理学が、その様な疑問に答え得るものである の基礎となる部分であり、それをもとに各個人
と考える。本論文は、この様な問題提起から、 の仕方で日常を生きているのである。その在り
アンデンティティ論を取り上げて、それを現象 方をさらに見ていくと、意識的部分・歴史的部
学的・実存的視点から批判的に検討するもので 分・自己決定的部分が見い出される。またそれ
ある。 は、その時々の状況と一体となってあるという
E. フッサールによって提唱された現象学は、 世界内存在という特徴を持つものである。すな
危機を克服する有効な手段となり得る。その危 わち、実存とは日常を生きる現実的で具体的な
機は、自然科学的学問が世界を理念化すること 人間の在り方である。また実存心理学は、現代
によって、私たちが日常の状況で経験する世界 社会における疎外的な人間の在り方を非本来的
を、それとは違った形にして捉えたことに始ま としている。自分の人生の意味に関する責任を
る。フッサールによると危機とは、学問が日常 負おうとしている在り方が本来的で、そうでな
を生きる人間にとって必ずしも意義を持つもの ければ非本来的とされる。その非本来的な在り
ではないということ、そして日常における問い 方は危機的なものであり、実存心理学はその中
に対して何も語れないということである。それ から本来的な部分を発見することによって、そ
は、学問が日常を排除したということである。 の危機を克服しようとするものである。この様
心理学についても同じ危機がある。その克服の に、現象学的認識によって人間の実存を捉えて
ために現象学は、あくまでも日常（生活世界） いこうとするものが、現象学的・実存的視点で
にとどまって探求を行う。そのためには、事象 ある。
に関する前提を全て排除して、事象の志向性を アイデンティティ論の現象学的・実存的視点
重視しなくてはならない。 A. ジオルジは、現 からの検討を、主にその最も中心的な研究者で
象学を用いた人間科学的心理学を提唱している。 あるE.H. エリクソンの論理について行う。
それは、人格としての人間を最重視するもので ライフ・サイクルという人間の生涯にわたる発
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達は、二つの側面を持っている。ひとつは、発
達課題に示されているもので、社会的場面での
実際的な適応についてである。もうひとつは、
各段階に置かれた徳の項目に示されているもの
で、人間の発達が社会の在続と発展を指向する
ということである。アイデンティティという概
念には、社会の枠組みの中で生産性が高く、そ
れにうまく適応する人間が描かれている。それ
は、具体的な行動に表われる。言わば人間の外
的な部分についてのものである。またその概念
における人間は、社会の存続と発展を担うこと
ができるものである。
アイデンティティ論は、適応ということを中
心としているために、人間の外的部分しか捉え
ておらず内的部分を排除してしまっている。ま
た社会という枠内で人間を捉えているために、
それを超える価値を無視している。加えて、そ
れは現存の価値観を肯定することで、その価値
観によって生じた人間の在り方と環境について
の危機を無視している。この様に、アイデン
ティティ論は日常を限定している。その限定を
解くために、社会の枠を超えてアイデンティ
ティ概念を捉える必要があると思われる。そし
てさらに、人間の在り方という点から、その概
念を捉えることが必要であろう。そのためには、
現在の私たちが置かれている状況とその中での
人間の在り方についての検討が、今後必要であ
ると思われる。
「性役割特性との関連における身体概念の意味構造について」
教育学脇坂文治
私たちが自分自身を想起し、思考の対象とす に、その評価の基準として重視されるものに性
るとき、その反省意識に捉えられたものを「自 による違いがあるかに焦点が当てられた。その
己」と呼ぶ。発達的に最初に現れる「自己」で ため、第1に身体評価を得点化し、男女比較す
あり、自己認識の基盤となるのは、自己の身体 ること、第2に身体評価の基準の一つとして考
についての認識である。自己の身体についての えられる生活形態における性役割との関係にお
認識は、発達的に、自己イコール身体という段 ける身体評価の意味構造の探索、そして第3に
階から出発し、身体を自分の持ち物として客体 不適応指標である不安が身体評価に及ぽす影響
的に認識できるようになる。さらに、学童期で について調査、検討された。その結果について、
は身体的活動との関連で捉えるようになり、青 以下で簡単に述べることとする。
年期前期では他者関係における身体の意味につ 第1に、身体評価における性差については、
いて意識が高まってくる。こうして、私たちが それぞれの性別の特徴が際立つ身体部位、さら
自己の身体をイメージするとき、さまざまな生 にセクシュアリティと関連の深い身体部位・機
活形態との関連において重層的な意味を担って 能において、その存在が確認された。ここに見
身体は立ち現れる。本研究は、青年期における られるように、身体の性的側面についての感情
身体のもつ意味の一端の解明を試みるものであ が、男女で異なることが分かる。
る。 また、性機能を自己の身体の諸側面の中にど
今回の調査では、自己の身体を評価するとき う位置づけるかという点に関して、身体評価の
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内部構造を検討すると、男子の場合、全身体的 準に基づき、そこに重層的な意味をこめて評価
なものの中に組み入れる傾向があるのに対し、 していることが分かる。
女子の場合、自己の身体について全身体的に大 第3に、身体評価と適応の指標である不安水
づかみに捉えるだけでなく、さらに身体を外観 準の関連を見ると、両者の関連の深さが分かっ
的側面と内実的・機能的側面とに分けて捉え、 た。この関連は、男子よりも女子の方が顕著な
性機能については身体の外観的側面に引き寄せ 傾向にあることも分かった。
た意味づけをする傾向があることが分かった。 男女ともに、不安水準の低い群は自己の身体
それゆえ、身体のセクシュアリティヘの感情に を大きく全体的に捉える傾向にあり、逆に、不
性差が存在すると考えられる。 安水準の高い群は身体を外見的側面と内実的・
第2に、身体評価を生活形態における性役割 機能的側面に分けてそれぞれ独立的に評価する
特性との関連において見ると、男女ともに、身 傾向にあることが分かった。これは、生活の中
体は対人場面での自己主張力、個人を軸とした で経験する不安により、ある特定の身体部位・
自己の能力に対する自信と関連することが分 機能に注意が向けられ、その結果、個々の身体
かった。私たちは自己の身体への信頼に基づき、 部位・機能についてより明細に意識したり関心
自己充実した力を発揮することが可能となると を持つことが多くなるためではないかと考えら
感じていることを、この結果から読み取れる。 れる。
男子の場合、このように身体とは、基本的に、 また、個人としての自己主張の自信、つまり
あくまで自分一人のためのものである。しかし、 個人としての力ヘの信頼と身体評価との関連に
女子の場合、身体とは自分一人のために働く存 ついて、男子の場合、不安水準の低い群でその
在であるだけではない。女子は、他者の気持ち 関連が顕著に見られる傾向にあるのに対し、女
を理解し、適切な配慮を行う際に、主として肉 子の場合は逆に、不安水準の高い群で顕著に見
体労働的に身体的な関与が求められることも多 られる傾向にあった。これのことより、男子の
く、また、他者に自己の身体が見られているこ 場合、自己主張が通り、不安を感じずにすむ状
とを強く意識している。つまり、自己の身体は 況におかれたとき、自己主張への自信と自己の
自分のものであると同時に他者に開かれた存在 身体の具合良さを関連させる。逆に、自己主張
でもあると、女子自身が意識している。 への自信がなく、不安を感じやすいときは、そ
このことより、男子と異なり、女子にとって のことと自己の身体を関連させて考えない傾向
自己の身体は、より重層的な意味を担っている にある。しかし、女子の場合は男子と逆の傾向
ことが分かる。従って、男子が自己の身体を評 にあると言える。
価するときよりも、女子はずっと複雑な評価基
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